
本会は皆様からの寄付金のみで活動しているＮＰＯ法人であり、公的資金（税金）は一切いただいておりません。

Ｎ
Ｐ
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法
人

　　
世
紀
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
援
す
る
会

　理
事
長
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岸
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生
涯
現
役
〞
を
全
う
し
た
い

〝
生
涯
現
役
〞
を
全
う
し
た
い

　
大
学
生
の
皆
さ
ん
を
連
れ
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
農
村
に
住
む
里
子
の
家
を
訪
問
し
て

い
た
ら
、泥
酔
し
た
老
人
が
や
っ
て
き
て
、

学
生
さ
ん
達
に
か
ら
み
始
め
た
。
学
生
さ

ん
達
は
軽
く
い
な
し
て
い
た
が
、内
面「
遠

い
日
本
か
ら
あ
な
た
方
の
自
立
を
お
手
伝

い
す
る
た
め
来
た
の
に
、
昼
間
か
ら
酔
っ

現
役
で
活
躍
し
て
い
る
人
た
ち
も
い
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
と
し
て
の
誇
り
と
品
位
を

保
ち
、
い
つ
も
笑
顔
で
私
た
ち
を
歓
迎
し

て
く
だ
さ
る
姿
勢
に
感
服
し
て
い
る
。

　
要
す
る
に
そ
の
人
の
心
の
姿
勢
が
、
残

り
少
な
い
人
生
の
終
章
を
立
派
に
全
う

で
き
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
、

ぱ
ら
っ
て
ど
う
い
う
つ
も
り
だ
！
」
と

思
っ
た
に
相
違
な
い
。

　
勿
論
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
高
齢
者
は
そ
ん

な
人
ば
か
り
で
は
な
い
。
会
報
で
度
々
紹

介
す
る
、
本
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
リ
ー
・

ソ
ン
国
会
議
員
や
、
ト
ゥ
ロ
ン
・
メ
ア
リ

元
大
使
の
よ
う
に
七
十
過
ぎ
て
も
な
お
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
も
日
本
で
も
同
じ
で
あ
る
。

　
最
近
、
き
れ
る
高
齢
者
を
よ
く
見
か
け

る
。
郵
便
局
、
銀
行
、
病
院
の
窓
口
な
ど

で
、
若
い
職
員
さ
ん
に
向
か
っ
て
暴
言
を

吐
い
て
い
る
。
対
応
の
ま
ず
さ
を
な
じ
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
多
少
の
こ
と
は
我
慢

し
て
、
も
う
少
し
心
に
ゆ
と
り
を
持
て
な

人
に
な
っ
た
。
二
〇
三
四
年
に
は
三
人
に

一
人
に
な
る
そ
う
だ
。
高
齢
者
・
老
人
と

い
う
だ
け
で
尊
敬
さ
れ
る
時
代
は
過
去
の

事
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
超
少
子
高
齢
社
会

で
は
少
な
い
若
者
が
多
く
の
老
人
を
支
え

る
こ
と
に
な
る
か
ら
、当
然
若
者
か
ら
も
、

高
齢
者
へ
の
反
感
、
反
発
が
噴
出
し
て
く

る
だ
ろ
う
。
高
齢
者
の
生
き
方
、
考
え
方

が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
か
く
言
う
私
も
、
あ
と
数
年
で
高
齢
者

の
仲
間
入
り
。最
近
は
足
腰
が
弱
く
な
り
、

椅
子
か
ら
立
ち
上
が
る
の
に
、「
ど
っ
こ

い
し
ょ
！
」
と
自
然
に
声
が
で
て
し
ま
う

年
代
だ
。

　
し
か
し
精
神
は
ま
だ
ま
だ
若
い
つ
も
り

だ
。
会
社
や
組
織
か
ら
解
放
さ
れ
、
こ
れ

か
ら
は
、
自
由
気
ま
ま
に
、
存
分
と
や
り

た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
こ
う
と
思
う
。
特

に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
の
旗
の
元
に
参
集

し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
と
一
緒
に
、
世
の

た
め
人
の
た
め
有
意
義
な
余
生
を
送
り
た

い
。〝
生
涯
現
役
〟
が
私
の
モ
ッ
ト
ー
だ
。

い
も
の
だ
ろ
う
か
。定
年
を
過
ぎ
た
ら〝
た

だ
の
人
〟
な
の
に
、
ま
だ
部
長
・
課
長
の

つ
も
り
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
四
人
に
一農村では子どもたち全員が裸足で遊んでいた

　長かった内戦が終わって平和になったカンボジアですが、国の復興はなかなか進まず、大多数の人々は貧困に苦し
んでいます。特に農村では、貧しかったり親を亡くしたりして学校へすら行けない子どもや、学校へ行けても途中で
やめてしまう子どもが後を断ちません。
　本会では、農村の子どもたちが学校へ行けるようにと、教育資金をサポートしてくれる里親さんを募集しております。
　思えば65年前、敗戦して焦土となった日本を救ってくれたのは、諸外国からの援助でした。カンボジアも食料援
助をしてくれました。日本の子どもたちもその恩恵を受け学校に行けるようになりました。豊かになった私たちが、
今度は困っているアジアの子ども達を支援する番です。

子ども１人につき、１年間３万円。一括納入、分割
納入（毎月 2500 円× 12 ヵ月）のどちらも可。所
定の郵便振替用紙を使ってお振込みください。
学用品、制服、靴などの購入、学校への納付金、
お小遣い、生活資金などに使われます。このほか、
現地スタッフの給料、ガソリン代、事務所家賃な
ど現地でかかる経費、通信費、印刷費など東京の
本部でかかる経費として使われます。
最低１年間単位ですが、少なくとも子どもが学校
を卒業するまでの期間、サポートしていただけた
ら幸いです。
里子からは年２回、近況を報せる手紙（日本語に翻
訳）と写真が届きます。　　
里親さんからの手紙、プレゼントも里子に届ける
ことができ、心あたたまる交流ができます。現地
で暮らす里子に会いにいくための旅行も年３回実
施しております。

カンボジアの子どもたちをサポートしてください

クメール教育里親会員募集

※お友達グループや職場など、グループ単位でサポートしていただくこともできます。

【年　会　費】：

【会費の使途】：

【サポート期間】：

【里子との交流】：

盛り沢山のスタディツアー、人数は 27 人
國學院大學国際協力サークル～優志～がカンボジア訪問

　
九
月
七
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
プ
ノ
ン
ペ

ン
）
に
到
着
。
八
日
～
九
日
は
バ
ス
で

シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
へ
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト

観
光
。
十
日
は
夢
ホ
ー
ム
を
訪
問
、
植
林

や
畑
作
り
を
手
伝
っ
た
。
夜
は
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
食
事
、
花
火
大
会
を
行
な
っ

た
。
そ
の
日
は
夢
ホ
ー
ム
に
宿
泊
、
男
子

は
図
書
館
、
女
子
は
子
ど
も
の
部
屋
に
分

宿
し
た
。

　
十
一
日
は
、
夢
ホ
ー
ム
近
く
の
タ
メ
イ

小
学
校
で
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
開
催
、

サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
と
ボ
ー
ル
を
寄
贈
し

た
。
そ
の
後
、
井
戸
の
贈
呈
式
に
出
席
、

里
子
の
家
を
訪
問
し
て
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
ホ

テ
ル
に
戻
っ
た
。
夜
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内

の
日
本
語
学
校
に
通
う
学
生
さ
ん
ら
十
数

名
を
招
待
、レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
交
流
し
た
。

　
十
二
日
は
、
二
年
前
に
井
戸
を
寄
贈
し

た
こ
と
の
あ
る
小
学
校
を
訪
問
、
学
用
品

を
配
布
し
た
。
そ
の
後
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
に

あ
る
パ
ン
ニ
ャ
サ
ス
ト
ラ
大
学
を
訪
問
、

日
本
語
授
業
を
参
観
、学
生
と
交
流
し
た
。

そ
の
日
の
夜
、
深
夜
発
の
韓
国
便
で
帰
国

の
途
に
つ
い
た
。

　
さ
す
が
若
い
学
生
さ
ん
の
ツ
ア
ー
、
盛

り
沢
山
の
強
行
日
程
に
も
か
か
わ
ら
ず
皆

さ
ん
元
気
で
一
週
間
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
ラ
イ

フ
を
満
喫
し
て
い
た
。

　
来
年
は
、
も
っ
と
大
人
数
で
訪
問
を
計

画
し
て
い
る
。

　９月７日～12日、國學院大學国際協力
サークル～優志～のメンバー（27人）がカ
ンボジアを訪問、井戸・サッカーゴール・
学用品・苗木・お米などを小学校や夢ホー
ムに寄贈した。

〝
札
幌
し
ら
か
ば
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
〟
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問

　
九
月
六
日
～
八
日
、
北
海

道
札
幌
し
ら
か
ば
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん（
三
人
）

が
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
、
四

つ
の
小
学
校
に
井
戸
を
寄
贈

し
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
、

夢
ホ
ー
ム
を
訪
問
、
お
米
を

三
袋
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
井
戸
は
、
同
ク
ラ
ブ
創

立
三
十
周
年
を
記
念
し
て
贈

呈
さ
れ
た
。

　
訪
問
し
た
四
つ
の
小
学
校

に
は
、
井
戸
の
ほ
か
、
た
く

さ
ん
の
電
卓
を
日
本
か
ら
お

土
産
と
し
て
贈
呈
し
た
。

　
今
回
は
二
泊
三
日
の
短
期

訪
問
旅
行
だ
っ
た
が
、
来
年

あ
ら
た
め
て
余
裕
を
持
っ
て

訪
問
旅
行
を
計
画
す
る
予
定

と
の
こ
と
。

写真展～カンボジアの子どもたち～

現地での活動内容を多くの皆さまにお知らせし、理解と協力をお願いす
るため、東京都内で写真展を開きます。ぜひ会場へ足をお運びください。

■日　時：12 月 6 日（火）～ 18 日（日）　午前 10 時～午後 8 時
■会　場：ＪＩＣＡ地球ひろば（1 Ｆ、企画展示スペース）
■入場無料。いつでも、お気軽にお越しください。

ＪＩＣＡ地球ひろば：東京メトロ日比谷線　広尾駅下車（3 番出口）
徒歩 1 分の所にあります。詳しくはお問い合わせください。

4 つの小学校に手押しポンプ式井戸を 4基贈呈
井
戸
の
完
成
を
喜
ぶ
子
ど
も
た
ち

立派なネームプレートができた

夢ホームでは果物などの苗木を植林寄贈した井戸を囲んで記念撮影
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児
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養
護
施
設《
夢
ホ
ー
ム
》
日
記

9月はカンボジアの小学校に10基の井戸を設置

9月に完成した井戸の内訳
／ 寄贈者名 学校名 学校の所在地 生徒数

① 札幌しらかばライオンズクラブ トロピアンバイ小学校 コンポンチャム県プレイチュ郡 432人

② 札幌しらかばライオンズクラブ コンコル小学校 コンポンチャム県プレイチュ郡 395人

③ 札幌 マルサン塗料株式会社 タモープン小学校 コンポンチャム県プレイチュ郡 1099人

④ 札幌 岡本産業株式会社 クロイ小学校 コンポンチャム県プレイチュ郡 636人

⑤ 札幌西高校国際協力クラブ チョー小学校 コンポンチュナン県ロリーアプイー郡 139人

⑥ 札幌手稲高校家庭クラブ プロネット小学校 コンポンチュナン県ロリーアプイー郡 117人

⑦ 北海道 当別高校国際協力クラブ卒業生 チョムカースワイ小学校 コンポンチュナン県サマキミンチェイ郡 185人

⑧ 北海道 当別高校国際協力クラブ卒業生 クナイココッス小学校 コンポンチュナン県コンポントロラッチ郡 129人

⑨ 國學院大學国際サークル～優志～ プラムピーマカラー小学校 コンポンスプー県プロムスロッチ郡 775人

⑩ 岸和田コスモスライオンズクラブ ストックカバッ小学校 コンポンチュナン県ロリーアプイー郡 107人

※通算の井戸設置数＝190基(2011年9月現在)

　７月は１基のみだったが、９月は10基もの井戸をカンボジアの小
学校に寄贈することができた。このうち５基の井戸の贈呈式に、寄
贈者ご自身が出席した。残りの５基は、寄贈者に代わり根岸理事
長が出席した。
　カンボジアでは資材が高騰、ガソリンなどの燃料費も高止まりし
ている。本会は2003年より井戸を作り始めて以来、価格を15万円
としてきたが、井戸を掘る現地の会社が値上げ申請してきたため、
止むを得ず来年から、15万円⇒16万円に値上げさせていただくこ
とになった。
　皆様にご理解いただき、なお引き続きご支援いただければ幸い
に思う。

■
車
椅
子
で
通
学

■
通
称
「
日
本
橋
」
の
バ
イ
パ
ス
は
中
国
支
援

■
十
年
ぶ
り
の
大
洪
水

た
の
で
、
話
を
聞
い
た
。
現
在
小
学
校
五
年
生

（
十
一
歳
）、
先
天
性
の
障
害
で
、
家
か
ら
二
十
分

か
け
て
通
学
し
て
い
る
。
通
学
や
学
校
生
活
は

友
達
が
手
伝
っ
て
く
れ
る
そ
う
だ
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
は
養
護
学
校
は
な
い
が
、
近
所
の
子
ど
も

た
ち
が
手
足
に
な
っ
て
く
れ
る
か
ら
普
通
の
小

学
校
で
学
べ
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
コ
ン
ポ
ン

チ
ュ
ナ
ン
県

の
小
学
校
を

訪
問
し
た

時
、
車
椅
子

に
乗
っ
た
少

年
を
見
か
け

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
Ｘ
」で
放
送
さ
れ
、

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
支
援
の

象
徴
と
も
云
う
べ
き
、

プ
ノ
ン
ペ
ン
の
ト
ン
レ

サ
ッ
プ
川
に
か
か
る
橋

（
通
称
日
本
橋
）
の
交

通
量
が
増
え
た
た
め
、

バ
イ
パ
ス
を
作
る
工
事

　
今
年
は
日
本
も
水
害

に
見
舞
わ
れ
た
が
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
も
十
年
ぶ

り
に
洪
水
が
発
生
し
て

い
る
。
国
道
沿
い
の
小

学
校
は
校
庭
が
水
浸

し
。
あ
と
少
し
で
教
室

も
浸
水
す
る
勢
い
。
空

か
ら
見
る
と
、
あ
た
り

が
始
ま
っ
た
。
中
国
の
支
援
を
受
け
て
い
る
と

い
う
。
橋
が
で
き
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
だ
が
、

昨
今
の
時
代
の
流
れ
を
感
じ
た
。

一
面
水
浸
し
で
び
っ
く
り
し
た
と
、
日
本
か
ら

来
た
お
客
さ
ん
が
話
し
て
い
た
。

ウォッ
チ!

カンボ
ジア

　
板
金
加
工
で
長
年
に
わ
た
り
、
日
本
の
も
の
作
り

を
支
え
て
き
た
鈴
木
千
雄
さ
ん
（
愛
知
県
あ
ま
市
・

里
親
会
員
）
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
を
対

象
に｢

も
の
作
り
技
能
講
習
会
」
を
開
き
、
子
ど
も

た
ち
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
九
月
六
日
～
九
日
、
第
九
回｢

も
の
作
り
技
能
講

習
会
」
が
夢
ホ
ー
ム
に
あ
る
職
業
訓
練
棟
で
行
な
わ

れ
、
八
人
の
中
学
生
が
参
加
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
隔

月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
、
夢
ホ
ー
ム
や
近
所
の

子
ど
も
た
ち
を
相
手
に
持
ち
前
の
板
金
技
術
を
伝
授

し
て
い
る
。

　
今
回
は
、
十
一
月
に
完
成
す
る
予
定
の
大
型
井
戸

で
使
用
す
る
洗
面
器
を
製
作
。
大
型
井
戸
は
、
鈴
木

さ
ん
の
資
金
提
供
に
よ
り
、
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
県
に

あ
る
マ
ン
モ
ス
小
学
校
（
生
徒
数
千
六
百
人
）
に
建

設
中
。
蛇
口
が
八
箇
所
あ
る
た
め
、
作
っ
た
洗
面
器

を
寄
贈
し
て
役
立
て
て
も
ら
う
。

　
次
回
の
講
習
会
は
、来
年
三
月
に
予
定
し
て
い
る
。

　
日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院
（
本
校
＝
東
京
都
台
東

区
）
の
専
任
講
師
を
務
め
、
自
宅
に
工
房
を
持
つ
榎

戸
徹
彦
さ
ん
（
横
浜
市
・
里
親
会
員
）
が
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
鋳
造
に
よ
る
ア
ク
セ

サ
リ
ー
作
り
の
技
術
指
導
を
始
め
、
早
く
も
三
回
目

の
講
習
会
が
行
な
わ
れ
た
。
九
月
二
十
日
～
二
十
四

日
、
七
人
の
生
徒
た
ち
が
夢
ホ
ー
ム
に
あ
る
「
夢
工

房
」
で
講
習
を
受
け
た
。

　
今
回
は
、
前
回
の
「
ク
メ
ー
ル
伝
統
文
様
の
ペ
ン

ダ
ン
ト
」
の
続
き
と
「
蟹
」
と
「
ネ
ズ
ミ
」
の
う
ち

か
ら
一
つ
を
選
び
製
作
し
た
。

　
次
回
の
講
習
会
は
十
一
月
二
十
二
日
～
二
十
四

日
。
二
十
五
日
～
二
十
七
日
は
、
勉
強
と
観
光
を
兼

ね
、
専
用
バ
ス
に
て
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
を
見
学
す

る
予
定
。

洗面器の底を溶接する中学生たち熱心に課題に取り組む生徒たち（右は榎戸さん）

第
九
回
「
も
の
作
り
技
能
講
習
会
」
開
催
（
夢
ホ
ー
ム
）

第
三
回
「
鋳
造
に
よ
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
技
術
講
習
会
」（
夢
ホ
ー
ム
）

　
愛
知
県
安
城
市
の
石
川
桂
さ
ん
（
里
親
会

員
）
が
資
金
を
提
供
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
コ
ン

ポ
ン
チ
ャ
ム
県
で
小
学
校
の
校
舎
（
ト
イ
レ
、

机
、
椅
子
、
黒
板
含
む
）
建
設
が
始
ま
り
、
九

月
十
四
日
、
地
元
住
民
や
生
徒
ら
が
出
席
し
着

工
式
が
行
な
わ
れ
た
。
式
に
は
石
川
さ
ん
に
代

わ
り
、
根
岸
理
事
長
が
出
席
し
た
。

　
石
川
さ
ん
は
、
長
年
愛
知
県
内
で
教
師
と
し

て
勤
務
、
校
長
を
最
後
に
退
官
し
た
。
石
川
さ

ん
は
教
育
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
、
途
上
国
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
学
校
を
作
っ
て
あ
げ
る

こ
と
が
生
涯
の
夢
だ
っ
た
。

　
偶
然
に
も
、
石
川
さ
ん
が
今
年
三
月
に
井
戸

を
贈
呈
し
た
小
学
校
（
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
県
ト

ロ
パ
ン
ト
ム
小
学
校
）
は
木
造
校
舎
の
み
で
、

教
室
が
足
ら
な
い
た
め
、
三
学
年
～
六
学
年
の

生
徒
た
ち
は
他
の
小
学
校
を
借
り
て
授
業
を
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
石
川
さ
ん
は
即
決

し
、
半
年
後
の
九
月
、
校
舎
建
設
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
完
成
は
来
年
三
月
の
予
定
。
第
二
十
回

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
ふ
れ
あ
い
の
旅
」
の
中
で
開
校

式
を
行
な
う
。

靴を 2 足ずつプレゼント

ミニサッカー大会で優勝しました

　神奈川県小田原市の中澤幸子

さんから、子どもたち全員に靴

がプレゼントされた。いただい

た予算より安価で購入すること

ができ、一人当たり２足買うこ

とができた。９月下旬がお盆で、

故郷へ帰る子どもは早速、新品

の靴を履いて帰ることができた。

　９月 11 日、國學院大學国際

協力サークル～優志～の皆さん

が近所の「タメイ小学校」にサッ

カーゴールを寄贈してくれたの

を記念して開催した、ミニサッ

カー大会（４チーム参加）で、

夢ホーム&國學院大學チーム

が優勝した。

お米の寄贈相次ぐ

　会報にて呼びかけたこともあり、９月は大勢の方から

お米をいただいた。夢ホームを訪問した方からも寄贈し

ていただき、感謝している。

　寄贈してくださった方は次の通りです。

　（順不動・敬称略、９月 10 日まで）

・札幌しらかばライオンズクラブ　・神戸ユネスコ協会

・國學院大學国際協力サークル～優志～　・後藤航

・小原武次郎　・近藤哲夫　・左近茂美

懇親会（忘年会）を開催します
会員相互の親交を深めるため、忘年会を兼ねた懇親会を開催いた
します。参加を希望する方は、事務局へお申し込みください。

＊お申し込みのあった方に会場への地図を郵送いたします。

◎日　時：12月10日（土）　午後１時～３時
◎会　場：レストラン「サンアロハ」（横浜・山下公園）
◎会　費：４千円（振込票にて事前にお支払いください）
◎申込先：電話にて03－3991－2854（本会事務局）

ファクスの場合は03－3557－1213

きれいな水で手を洗う子どもたち

日本の地鎮祭に当たるカンボジア伝統の着工式

敷地確保のため木造の旧校舎を半分壊して工事開始

全員に運動靴２足プレゼント

根 岸 理 事 長 から優 勝トロ
フィーを受け取るクーちゃん

石
川
桂
さ
ん
の
協
力
で
小
学
校
校
舎
の
建
設
始
ま
る

たくさんお米をいただき、嬉しそう
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里子家庭訪問記録
名前：ルエン・レエン
年齢：10歳

好きな教科：国語（特に読解が好きです。）
苦手な教科：算数（特に掛け算の計算式を解くのが難しいです。）
担任から一言：成績は，道徳：Ａ，学校の活動：B，健康：Ａ，出席：B

好きな遊び：サッカーをするのが好きです。
好きな食べ物：ライチー（カンボジアの果物）
将来の夢：医者になりたいです。

住んでいる場所：コンポンスプー県　ウドン郡
　　　　　　　　ヴィルポンコミューン
所要時間（徒歩又は自転車）：徒歩：15分

家庭状況：５人の兄弟です。弟2人、妹２人、ルエン・レエン君は長男です。
父親がいます。母親がいます。現在、父親、母親と５人の子供で暮らしています。

一日の過ごし方：朝５時に起きると、家の周りの掃除します。朝食は時々し
ます。６時３０分頃に、身支度をし、学校に行きます。授業が終ってから家に
戻ります。昼食の後、下の兄弟の世話をします。夕食は家族と６時半頃にしま
す。寝る前に、７時半から９時まで本を読んだり、学校で勉強したことを復習
してから９時半頃に寝ます。

学校名：サンハックサットレイクメール小学校
性別：男の子学年：小学校の４年生

備考 ：
　レエン君の家族の生活は村の他の
人達と比べて大変苦しいです。家には
田んぼがありません。田んぼの季節に
なった時、両親は他の人の田んぼで仕
事をしています。一日、懸命に稼いで
も、一日しか食べられません。時々、仕
事がない日もあります。その時、家族の
全員はご飯も食べられません。レエン
君は一番上の子供です。それで、両親
がいないときは、下の兄弟の世話をし
ます。2011年度に里親さんのお陰
で、小学校の４年生になります。学力は
普通だそうです。

2011年9月19日　
担当者：メン・ソマリン家の中で兄弟と座っているレエン君（左）

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
活
動
レ
ポ
ー
ト

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
活
動
レ
ポ
ー
ト

　「
ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
」
で
は
九
月
末

日
現
在
、
四
百
八
人
の
貧
し
い
子
ど
も
た
ち
を

教
育
支
援
し
て
い
る
。

國
學
院
大
學
の
皆
さ
ん
が
里
子
の
家
庭
を
訪
問

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
夢
ホ
ー
ム
に
近
い
里

子
の
家
を
訪
ね
た
。

　
大
半
が
砂
糖
椰
子
の
葉
っ
ぱ
で
作
っ
た
屋
根

の
家
で
、
二
十
～
三
十
の
家
族
が
寄
り
添
い
、

暮
ら
し
て
い
た
。国
有
地
に
住
ん
で
い
る
た
め
、

い
つ
、
追
い
立
て
ら
れ
る
か
知
れ
な
い
と
、
不

安
な
生
活
の
様
子
。
里
子
の
両
親
は
、
池
で
蓮

根
を
取
る
仕
事
を
し
て
い
た
。収
入
は
少
な
く
、

里
親
さ
ん
か
ら
の
教
育
支
援
で
子
ど
も
を
小
学

校
に
通
わ
せ
る
の
が
や
っ
と
だ
と
い
う
。

　
日
本
も
決
し
て
楽
で
は
な
い
が
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
人
た
ち
は
本
当
に
大
変
な
生
活
を
し
て
い

る
。
大
学
生
は
、
こ
の
厳
し
い
現
実
を
ど
う
と

ら
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

小学校で挨拶する加藤会長

集まった村の子どもたち

８月６日、安城市七夕祭りを見学

写真展を企画した佃絹代さん

　
愛
知
県
安
城
市
の
石
川
桂
さ
ん

（
里
親
会
員
）
が
個
別
に
支
援
し

て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
家
族
ら
五

人
が
八
月
三
日
～
八
日
、
石
川
さ

ん
の
招
き
で
来
日
し
た
。一
行
は
、

愛
知
県
内
を
中
心
に
観
光
、
小
学

校
な
ど
を
視
察
、
茶
道
体
験
、
一

般
家
庭
で
の
交
流
、
歓
迎
会
な
ど

を
楽
し
み
、
八
日
の
午
前
中
、
中

部
国
際
空
港
を
後
に
し
た
。

　
愛
知
県
内
の
本
会
会
員
で
あ
る

近
藤
釼
一
さ
ん
、
三
浦
桂
子
さ
ん

が
石
川
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

だ
さ
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
皆
さ
ん

は
良
い
思
い
出
を
胸
に
帰
国
し
た
。

　
九
月
十
四
日
～
十
八
日
、
神
戸
ユ
ネ
ス

コ
協
会
の
加
藤
会
長
以
下
、
六
人
が
カ
ン

ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
根
岸

理
事
長
が
案
内
し
た
。

　
今
回
の
訪
問
で
は
、
コ
ン
ポ
ン
チ
ュ
ナ

ン
県
の
小
学
校
を
二
カ
所
回
り
、
生
徒
た

ち
に
学
用
品
を
配
布
し
た
。
ま
た
夢
ホ
ー

ム
で
は
、
お
米
を
二
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
寄
贈

し
て
く
れ
た
。

　
同
協
会
は
、
近
い
将
来
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

に
小
学
校
の
校
舎
を
寄
贈
す
る
計
画
が
あ

り
、
こ
の
た
び
の
訪
問
旅
行
は
、
小
学
校

視
察
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。幸
い
、

校
舎
を
切
に
必
要
と
し
て
い
る
小
学
校
が

見
つ
か
っ
た
の
で
、
今
後
、
さ
ら
に
計
画

を
煮
詰
め
て
い
く
予
定
だ
。

カンボジア支援３団体が共催して行なわれた準特選の写真の前で

　
八
月
二
十
五
日
～
三
十
一

日
、
神
奈
川
県
民
セ
ン
タ
ー
・

展
示
場
（
横
浜
市
神
奈
川
区
）

で
写
真
展
『
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
こ

ど
も
た
ち
』
を
開
催
し
た
。
本

会
の
ほ
か
、
國
學
院
大
學
国
際

協
力
サ
ー
ク
ル
～
優
志
～
と
東

海
大
学
国
際
協
力
サ
ー
ク
ル

「
Ａ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
」が
共
催
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト

遺
跡
群
の
写
真
で
著
名
な
写
真

家
、
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
斉
藤
さ
ん
の
作
品

も
展
示
し
た
。「
カ
ン
ボ
ジ
ア
王

国
大
使
館
」
も
後
援
し
て
く
れ
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
大
使
代
理

で
山
本
特
別
補
佐
官
が
出
席
、

お
祝
い
の
言
葉
を
頂
戴
し
た
。

　
会
場
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
一

階
に
あ
っ
て
人
の
出
入
り
が
多

く
、
期
間
中
、
延
べ
七
百
人
が

来
場
し
て
く
れ
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
発
展
す
る
事
を
助
け
る
日

本
政
府
と
日
本
人
の
先
生
た
ち
に
感
謝
し
ま

す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
帰
り
い
ろ
い
ろ
日
本
の

こ
と
を
親
戚
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
に
伝
え
て
い

ま
す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
と
日
本
人
の
友
情
を

今
後
と
も
お
願
い
し
ま
す
。

　
日
本
を
訪
問
す
る
に
あ
た
り
私
の
家
族
を

支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
石
川
桂
様
、
本
当
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
娘
の
ス
レ
イ
ヴ
ィ
ン
イ
を
支
援
し
て
く
だ

さ
る
石
川
桂
様
に
感
謝
し
、
長
生
き
し
て
く

れ
る
事
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
今
で
も
、
私
は
安
城
市
の
素
敵
な
景
色
を

思
い
出
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
セ
ィ
ー
・
ス
レ
イ
ヴ
ィ
ン
イ
の
両
親

で
セ
ィ
・
ホ
ッ
ク
シ
ム
（
父
）、
ゴ
ー
ン
・

ス
リ
モ
ン
（
母
）
と
申
し
ま
す
。

　
日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
は
大
き
な
学
校

が
あ
っ
て
、
先
生
達
も
経
験
い
っ
ぱ
い
で
、
生

徒
達
に
教
え
て
い
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
人
は
貧
し
い
人
か
お
金
持
ち

か
、
見
分
け
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
日
本
は
工
業
、
商
業
、
農
業
と
経
済
も
発

展
し
て
い
ま
す
。
大
き
な
国
際
空
港
も
あ
っ

て
、電
車
も
沢
山
走
っ
て
い
ま
す
。ス
ー
パ
ー

は
地
下
に
も
あ
り
ま
す
。
海
の
下
に
観
光
地

が
あ
り
、
上
の
方
に
は
古
い
城
が
あ
り
ま
し

た
。

　
九
月
十
八
日
～
十
九
日
、
福
井

県
高
浜
町
（
和
田
地
区
）
で
開
催

さ
れ
た
〝
路
地
祭
り
〟
に
て
、
写

真
展
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た

ち
」
を
開
催
し
た
。
高
浜
町
在
住

の
佃
絹
代
さ
ん
（
里
親
会
員
）
が

企
画
し
た
。

　
同
祭
り
は
、
町
お
こ
し
の
一
環

で
毎
年
行
な
わ
れ
、
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー

ル
、
古
着
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

神
戸
ユ
ネ
ス
コ
協
会
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問

お
礼
の
手
紙
が
届
き
ま
し
た

原
文
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
。

現
地
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
人

ス
タ
ッ
フ
が
日
本
語
訳

石
川
桂
さ
ん
の
招
き
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
五
人
来
日

神
奈
川
県
民
セ
ン
タ
ー
で
写
真
展
を
開
催

福
井
県
高
浜
町
で
写
真
展
を
開
催

日
本
叙
勲
者
協
会
写
真
展
で
鈴
木
千
雄
さ
ん
が
準
特
選

桑
原
淑
子
さ
ん
が
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
講
話講話する桑原淑子さん

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
コ
ン
ポ
ン
ス

プ
ー
県
の
小
・
中
学
校
で
音
楽
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
教
え
て
い
る
桑

原
淑
子
さ
ん（
福
島
県
二
本
松
市
・

里
親
会
員
）
が
八
月
二
十
四
日
、

二
本
松
市
商
工
会
館
で
行
な
わ
れ

た〝
二
本
松
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
〟

の
例
会
で
活
動
を
紹
介
、
理
解
と

協
力
を
呼
び
掛
け
た
。
二
十
五
人

の
同
ク
ラ
ブ
会
員
が
出
席
し
た
。

　
桑
原
さ
ん
は
活
動
の
継
続
を
願

い
、
機
会
あ
る
ご
と
に
楽
器
の
寄

付
な
ど
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
例

会
の
席
上
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
の

購
入
費
と
し
て
同
ク
ラ
ブ
会
長
か

ら
浄
財
が
贈
ら
れ
た
。

　
桑
原
さ
ん
は
、
災
害
復
興
被
災

応
援
オ
ペ
ラ
公
演
（
十
一
月
十
二

日
、
二
本
松
市
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
）
を
企
画
し
て
い
る
。
入
場

は
無
料
だ
が
、
整
理
券
が
必
要
。

詳
し
く
は
桑
原
さ
ん
へ

（
☎
０
２
４
３
・
２
２
・
７
９
０
７
）

　
九
月
二
十
八
日
～
三
十
日
、

日
本
叙
勲
者
協
会
主
催
の
写
真

展
が
東
京
都
港
区
「
高
輪
区
民

セ
ン
タ
ー
」
で
行
な
わ
れ
、
鈴

木
千
雄
さ
ん（
愛
知
県
あ
ま
市
・

里
親
会
員
）
の
作
品
が
準
特
選

に
選
ば
れ
た
。

　
作
品
名
は
「
こ
ぼ
し
ち
ゃ
っ

た
」。
鈴
木
さ
ん
は
「
夢
ホ
ー
ム
」

で
の
職
業
訓
練
指
導
の
合
間
に

近
く
の
市
場
な
ど
に
出
掛
け
、
写

真
を
撮
り
続
け
て
い
る
。
市
場
で

食
事
す
る
女
の
子
の
表
情
が
微

笑
ま
し
い
と
、
評
価
さ
れ
た
。
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11月〜12月の予定

●会報「アンコールワット」11月１日付第61号発行
●第19回カンボジアふれあいの旅(11月15日～21日)
●第４回コンポンスプー県小学校対抗サッカー大会

（11月19日、現地の中学校校庭）
●写真展「カンボジアの子どもたち」

（12月６日～18日、JICA地球広場：渋谷・広尾）
●第36回理事会（12月10日・12時～１時、横浜のレストラン「サンアロハ」）
●会員懇親会（忘年会）（12月10日、１時〜３時、横浜のレストラン「サンアロハ」）

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

学
用
品
を
現
地
の
学
校
で
配
布
し
た
り
、

子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
て
く
だ
さ
る
ツ
ア

ー
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー

は
、
年
三
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

  

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金

農
村
の
貧
し
い
子
ど
も
達
が
学
校
に
行
け

る
よ
う
に
と
教
育
資
金
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
る
里
親
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
サ
ポ
ー
ト
金
額
は
年
間
三
万
円
〔
分

割
も
可
〕
で
す
。

  

会
員
と
し
て

・
個
人
会
員
（
年
額
一
口
三
千
円
）

※
来
年
度
よ
り
五
千
円
に
な
り
ま
す
。

・
法
人
会
員
（
年
額
一
口
一
万
円
）

・
里
親
会
員
（
年
額
三
万
円
）

会
員
の
皆
様
に
は
、
隔
月
発
行
す
る
本
会

の
会
報
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」
を
発
行

の
都
度
郵
送
し
ま
す
。
会
費
の
送
付
は
、

郵
便
振
替
、
銀
行
振
込
み
、
現
金
書
留
で
。

〈
郵
便
振
替
口
座
名
〉

　
21
世
紀
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
援
す
る
会

〈
口
座
番
号
〉

　
０
０
１
３
０
︱
０
︱
１
６
０
９
１
６

※
銀
行
振
込
を
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
へ

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

※
郵
貯
銀
行
の
自
動
引
き
落
と
し
を
ご
希

望
の
方
は
事
務
局
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

バ
ッ
タ
ン
ボ
ン
州
訪
問
記

（
二
〇
一
一
年
七
月
一
日
～
三
日
）

中
野
　
勝

榎
戸
さ
ん
と
三
林
さ
ん
の
活
動
を

見
て
感
激
の
今
回
の
旅

―
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
七
月
二
十
四
日
（
日
）
～

七
月
二
十
九
日
（
金
）
―

小
原
　
武
次
郎

投
　
稿

投
　
稿

■現地事務所では、セン・ソカー所長が一身上の事情

で７月いっぱいで退職、代わりにニュー ･ ピン

君をテスト採用しました。今年いっぱい彼の勤

務状況をみて、良ければ来年から正式採用しま

す。明るく、とても日本語が上手です。

■第 19 回ふれあいの旅は、22 人参加して 11 月

15 日に出発します。その様子は次号会報にて、

詳しく報告します。

事務局便り

　
平
ら
な
台
の
つ
い
た
手
押
し
車
に
、
小
さ

な
貝
を
ぎ
っ
し
り
並
べ
て
売
り
歩
く
。
十
一

月
ご
ろ
か
ら
五
月
ご
ろ
ま
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

乾
期
に
は
欠
か
せ
な
い
街
角
の
光
景
で
あ
る
。

　
外
国
人
に
は
ち
ょ
っ
と
手
を
出
し
に
く
い

干
し
貝
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
、
食
べ
る
と

す
ぐ
下
痢
を
す
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
は
大
好

物
で
あ
る
。
ス
ナ
ッ
ク
代
わ
り
に
買
う
人
も

多
く
、
午
後
に
は
ど
の
手
押
し
車
も
空
っ
ぽ

に
な
っ
て
い
る
。

　
貝
は
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
、
コ
ン
ポ
ン
チ
ュ

ナ
ン
、
コ
ン
ポ
ン
ト
ム
、
カ
ン
ダ
ー
ル
、
シ
ェ

ム
リ
ア
ッ
プ
な
ど
の
各
地
で
と
れ
、
プ
ノ
ン

ペ
ン
の
卸
売
業
者
に
運
ば
れ
て
く
る
。

　
材
料
と
な
る
貝
は
、
真
夜
中
の
零
時
か
ら

一
時
こ
ろ
に
各
地
か
ら
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
卸
売

業
者
に
運
ば
れ
る
。
そ
の
時
間
に
買
い
に
行

き
、
急
い
で
干
し
貝
を
作
り
始
め
る
。
手
間

が
か
か
る
。
午
前
六
時
こ
ろ
ま
で
水
に
浸
け

て
お
く
。
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
何
度
も
貝
を
洗

い
、
塩
や
調
味
料
を
ま
ぶ
し
て
約
一
時
間
置

く
。
最
後
に
沸
騰
し
た
お
湯
で
一
分
ほ
ど
茹

で
て
天
日
に
干
し
て
出
来
上
が
り
で
あ
る
。

　
売
り
始
め
る
の
は
午
前
九
時
半
こ
ろ
か

ら
。
売
り
歩
く
間
に
さ
ら
に
天
日
で
干
さ
れ

味
が
増
す
と
い
う
。
一
日
に
二
十
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
午
後
三
時
こ
ろ
ま
で
売
り
歩
い
て
も
五

ド
ル
位
の
儲
け
だ
と
い
う
。
炎
天
下
の
商
売

は
大
変
つ
ら
い
と
言
っ
て
い
た
。

（
理
事
・
関
西
支
部
長
、
中
野
勝
）

宝石を採集する子どもたち

干し貝を売るおじさん

トゥッサナー・カンボジア

炎
天
下
の
商
売
〝
干
し
貝
売
り
〟

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
一
市
二
十
三
州（
県
）
あ
る
。

バ
ッ
タ
ン
ボ
ン
州
は
、
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
次

い
で
人
口
や
町
も
大
き
く
第
二
の
州
で
あ
る
。

　
プ
ノ
ン
ペ
ン
ン
か
ら
北
西
へ
国
道
五
号
線
を

約
二
百
九
十
㎞
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
随
一
の
米
の
産

地
で
も
あ
る
。

　
ま
た
寺
院
は
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
王
朝
か
そ

れ
以
前
の
も
の
で
、
バ
ナ
ン
寺
院
は
ミ
ニ
ア
ン

コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
ポ
ル
ポ
ト
時
代
に
造
ら
れ
た
「
コ

ン
ピ
ン
プ
ダ
イ
湖
」
は
十
八
㎞
×
八
㎞
も
あ
る

巨
大
ダ
ム
で
、
現
代
も
農
業
用
に
利
用
さ
れ
て

い
る
。
ポ
ル
ポ
ト
が
残
し
た
多
く
の
負
の
遺
産

の
中
で
、
今
で
も
人
々
に
喜
ば
れ
、
利
用
さ
れ

て
い
る
数
少
な
い
一
つ
で
あ
る
。

　「
ク
メ
ー
ル
サ
ー
カ
ス
」
も
、
バ
ッ
タ
ン
ボ

ン
州
を
中
心
に
、
貧
し
い
子
ど
も
を
集
め
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
伝
統
的
な
サ
ー
カ
ス
や
絵
画
、楽
器
、

ダ
ン
ス
な
ど
を
教
え
て
い
る
。
こ
の
敷
地
の
中

に
は
数
種
の
団
体
が
共
同
生
活

し
て
い
た
。
代
表
者
は
フ
ラ
ン

ス
人
で
あ
る
。

　
バ
ッ
タ
ン
ボ
ン
か
ら
西
へ

七
十
㎞
の
と
こ
ろ
に
「
パ
イ
リ

ン
」
と
い
う
町
が
あ
る
。
少
し

前
ま
で
、
ポ
ル
ポ
ト
派
の
拠
点

だ
っ
た
が
、
今
は
平
和
な
町
に

な
っ
た
。

　
タ
イ
と
の
国
境
に
あ
り
、
入

国
管
理
事
務
所
が
あ
っ
た
。
カ

ン
ボ
ジ
ア
人
が
、
タ
イ
製
品
を

買
い
に
行
く
の
が
目
的
ら
し

い
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
タ
イ
と
の

紛
争
の
影
響
か
行
き
来
す
る
人

は
少
な
く
活
気
が
な
か
っ
た
。

　
郊
外
に
流
れ
る
川
の
土
手
が

宝
石
採
掘
場
だ
っ
た
。
昔
ほ
ど

採
れ
な
い
の
で
田
植
え
な
ど
、

農
業
の
合
間
に
採
る
程
度
だ
と

い
う
。
子
ど
も
が
採
集
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
撮
ら
せ
て
も
ら
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　

（
理
事
・
関
西
支
部
長
）

回
目
を
迎
え
て
い
て
受
講
生
が
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
る
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
榎
戸
さ
ん
と
は
食
事
の
時
に
い
ろ
い
ろ
お
話

し
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
が
、
受
講
生
た
ち
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
独
自
の
図
案
を
作
っ
た
も
の
を

売
っ
て
自
立
す
る
た
め
に
は
、
あ
と
一
、二
年

を
要
す
る
と
話
さ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
そ
の
段
階
で
本
当
に
作
っ
て
採
算
が

と
れ
る
か
ど
う
か
も
未
知
数
な
所
が
あ
る
と
も

話
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
来
る

人
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
ら
し
い
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
求

め
る
と
な
る
と
、
独
自
の
図
案
（
ア
ン
コ
ー
ル

文
化
）
の
も
の
が
き
っ
と
必
要
に
な
り
、
こ
こ

の
受
講
生
た
ち
が
作
る
も
の
が
売
れ
る
よ
う
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。
私
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
う
ま
く
い
く
よ
う
祈
る
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　
夜
、
夢
ホ
ー
ム
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
う
と
う

と
し
て
い
る
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち

の
「
日
本
語
」
が
聞
こ
え
て
き
た
。
一
日
目
は

あ
ま
り
気
に
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
次
の
日

に
日
本
語
の
声
の
す
る
図
書
館
を
の
ぞ
い
て
み

て
び
っ
く
り
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
日
本
語
は
、
な
ん
と
日
本
と

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
結
び
、
画

像
と
音
声
で
双
方
向
で
行
な
わ
れ
て
い
る
三
林

さ
ん
の
「
日
本
語
教
室
」
の
子
ど
も
た
ち
の
声

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　「
夢
ホ
ー
ム
」
の
小
学
生
・
中
学
生
が
熱
心
に

日
本
語
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
に
驚
い
た
。

　
ク
ー
ち
ゃ
ん
に
日
本
語
で
「
ど
こ
か
ら
来
ら

れ
ま
し
た
か
？
」
と
聞
か
れ
て
、「
日
本
の
大

阪
で
す
」
と
応
え
た
が
、
だ
れ
が
こ
の
よ
う
に

話
せ
る
指
導
を
し
た
の
か
分
ら
な
か
っ
た
が
、

三
林
さ
ん
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
使
っ
た

日
本
語
授
業
の
成
果
な
の
か
も
し
れ
な
い
な
ぁ

と
気
が
付
い
た
。

　
今
回
の
訪
問
で
、
榎
戸
さ
ん
の
「
職
業
訓
練

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
三
林
さ
ん
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
「
日
本
語
授
業
」
を
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
「
21
世
紀
の
会
」
の
活
動
が
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
地
に
根
を
張
っ
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　
特
に
榎
戸
さ
ん
や
三
林
さ
ん
の
活
躍
を
見

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
よ
り
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
近
い
も
の
を
感
じ
た
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
今
回
私
に
と
っ
て
お

二
人
の
活
動
を
見
学
で
き
た
こ
と
が
、
一
番
の

成
果
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
お

二
人
の
よ
う
に
い
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
れ
か
ら
も
「
夢
ホ
ー
ム
」
訪
問
と
自
分
が
出

来
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

う
。

（
大
阪
府
豊
中
市
・
会
員
）

　
今
回
七
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
お

米
の
寄
贈
と
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
兼
ね
て

「
夢
ホ
ー
ム
」
を
訪
れ
た
。「
夢
ホ
ー
ム
」
は
図

書
館
や
男
子
寮
、
ス
タ
ッ
フ
の
寄
宿
舎
、
21
世

紀
の
会
の
事
務
所
が
敷
地
内
に
建
ち
、
初
め
て

訪
れ
た
時
よ
り
狭
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

た
。
図
書
館
横
の
部
屋
で
は
、
榎
戸
さ
ん
の
ア

ク
セ
サ
リ
ー
の
職
業
訓
練
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
二

＊
ト
ゥ
ッ
サ
ナ
ー
と
は
観
察
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。

カ
ン
ボ
ジ
ア

ニ
ュ
ー
ス

現
地
で
発
行
し
て
い
る
新
聞
や
情
報
誌
か
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ミ
ニ

ノ
ン
ペ
ン
カ
ン
ボ
ジ
ア
証
券
取
引
所
が

ソ
フ
ト
オ
ー
プ
ン
し
た
。
最
初
に
上
場

ン
・
セ
ン
首
相
は
、
タ
イ
で
初
め
て
の

女
性
首
相
に
な
っ
た
イ
ン
ラ
ッ
ク
・
シ

ジ
ア
開
発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
カ
ン
ボ
ジ

ア
事
務
所
の
シ
ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に

ら
ぶ
ら
町
を
歩
い
て
い
る
と
、
挨
拶
代

わ
り
に
「
ア
ジ
ノ
モ
ト
！
」。

す
る
予
定
の
政
府
系
公
社
の
準
備
が
間
に
合
わ

な
い
た
め
、
実
際
の
取
引
開
始
は
今
年
末
に
な

る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
証
券
取
引
所
が
開
設
さ
れ
た
カ
ナ
デ
ィ
ア
タ

ワ
ー
で
の
式
典
で
は
、
キ
ア
ッ
ト
・
チ
ョ
ン
副

首
相
が
「
証
券
取
引
所
の
オ
ー
プ
ン
は
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
経
済
の
信
用
と
透
明
性
を
高
め
る
も
の

だ
」
と
挨
拶
。
日
系
の
「
Ｓ
Ｂ
Ｉ
プ
ノ
ン
ペ
ン

証
券
」
な
ど
が
、
証
券
取
引
に
携
わ
る
認
可
を

受
け
た
。

ナ
ワ
ッ
ト
氏
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
タ
イ
の
関
係
修

復
を
、
数
多
く
の
課
題
の
う
ち
の
優
先
課
題
と
し

て
く
れ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
期
待
を
示
し
た
。

　
フ
ン
・
セ
ン
首
相
は
閣
議
の
中
で
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
・
タ
イ
国
境
に
駐
屯
し
て
い
る
政
府
軍
に

対
し
、
今
は
静
寂
を
保
っ
て
今
後
の
様
子
を
見

守
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

よ
る
と
、
二
〇
一
二
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
経
済

成
長
率
は
六
・
八
％
の
見
込
み
で
あ
る
と
い
う
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
今
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
成

長
率
は
六
・
五
％
で
あ
る
が
、
現
在
の
経
済
の

勢
い
や
観
光
産
業
や
輸
出
、
農
業
な
ど
が
好
転

し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
て
来
年
の
成
長
率
を

六
・
八
と
し
た
。
ま
た
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
が

続
け
ば
二
〇
一
三
年
も
同
じ
水
準
の
経
済
成
長

率
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
し
て

い
る
。

　
こ
こ
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
味
の
素
が
日
本
の

代
名
詞
で
あ
り
、
日
本
人
と
思
わ
れ
る
外
国
人

に
対
し
て
「
コ
ン
ニ
チ
ハ
」
よ
り
「
ア
ジ
ノ
モ

ト
」
と
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
声
を
か
け
て
く
る
。
そ

れ
ほ
ど
、
味
の
素
は
こ
の
国
に
根
付
い
て
い
る

日
本
文
化
な
の
で
あ
る
。

　
村
の
屋
台
、
町
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
そ
し
て
一

般
家
庭
。
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
当
た
り
前
の

よ
う
に
登
場
し
、
ご
飯
の
ふ
り
か
け
代
わ
り
か

ら
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
に
至
る
ま
で
、
余
す
所
な
く

大
量
の
味
の
素
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
使
用

量
は
日
本
の
比
で
は
な
く
、
市
場
で
は
一
回
用

の
小
袋
か
ら
お
徳
用
一
㎏
パ
ッ
ク
ま
で
、
山
積

み
で
売
ら
れ
て
い
る
程
で
あ
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
証
券
取
引
所
が
オ
ー
プ
ン

フ
ン
・
セ
ン
首
相
、
イ
ン
ラ
ッ
ク
首
相
就
任
で

対
タ
イ
関
係
の
修
復
を
期
待

二
〇
一
二
年
の
経
済
成
長
率
は
六
・
八
％

こ
ん
に
ち
は
。
ア
ジ
ノ
モ
ト
！

プ

フ

ア

ぶ
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